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リスト以外の構造

タプル (tuple)
値の組

集合

同じ要素は一つだけ

辞書

キーと値の組
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
前回は、リストという、データが鎖状に繋がったデータ構造を扱いました。重要な点は、番号でリストの要素を管理していることでした。

Pythonでは、そのほかに、タプル、集合、辞書というデータ構造を使うことができます。使用する括弧が異なることに注意してください。

使用する例題は、前回に配布しています。



タプル
tuple

値の組を柔軟に作る

一旦作成したタプルの要素は変更できな
いことに注意

data=(1,2)
data +=(3,)
print(data)
print(data[0])
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要素取り出し

dataStructure/tuples.ipynb

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
タプル (tuple) は、他のプログラミング言語ではあまり見かけない特色あるデータ構造です。いくつかの値をまとめて扱いたいときに重宝します。一旦作成したタプルの要素を変更することはできません。dataStructure/tuples.ipynb を見ながら進めましょう。



タプル

括弧の省略

タプルへのデータ登録

タプルからのデータ取り出し
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data=1,2,3

a,b,c = data

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
タプルでは、”()”という括弧を使いますが、この括弧を省略することも可能です。最初の例は、三つの値をまとめて、dataというタプルに保存する例です。二番目の例は、保存したデータを三つに分けている例です。



タプル
要素を順に操作
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1. colors=('green','red','blue','yellow','orange')
2. for c in colors:
3. print(c)

4. for i in range(len(colors)):
5. print(f'{i} : {colors[i]}')

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
タプルは、その要素を番号で扱うことが可能です。1行目で定義した文字列のタプルに対して、2行目3行目では、一つ一つプリントしています。

一方、4行目では、iという変数を0 からcolorsの要素の数マイナス１まで変化させつつ、5行目で番号と対応する要素を印刷しています。



タプル
タプルを要素とするリスト
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1. results = [
2. ('Bob',80),
3. ('Sue',90),
4. ('Tim',70),
5. ('Beth',90)
6. ]
7. for (name,record) in results:
8. print(f'{name}の成績は{record}点')

Bobの成績は80点
Sueの成績は90点
Timの成績は70点
Bethの成績は90点

出力

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
タプルに限らず、様々なデータ構造は、相互に入れ子にして使うことができます。ここでの例では、resultsというリストの各要素がタプルになっています。

7行目のforループを見てください。resultsというリストの各要素は二つの要素を持つタプルです。そこで、そのタプルの二つの要素をnameとresultという変数として受け取っています。8行目では、それぞれを印刷します。



タプル
要素がリストの場合
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colors2 = (
('red',[255,0,0]),
('green',[0,255,0]),
('blue',[0,0,255]),
('yellow',[255,255,0]),
('orange',[255,165,0])

)
for c in colors2:

print(f'{c[0]}={c[1]}')

red=[255, 0, 0]
green=[0, 255, 0]
blue=[0, 0, 255]
yellow=[255, 255, 0]
orange=[255, 165, 0]

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この例では、タプルの中に、文字列と配列を要素とするタプルが入っている例です。色の文字列と、対応するRGB値です。



集合
Set

リストと異なり、同じ要素は一つだけに制
限される
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1. colorSet = {'red',‘green','blue'}
2. colorSet.add('yellow')
3. print(colorSet)
4. colorSet.remove('blue')
5. for c in colorSet:
6. print(c)
7. c = colorSet.pop()
8. print(c)
9. print(colorSet)

{‘green', 'red', 'yellow', 'blue'}
green
red
yellow
green
{'red', 'yellow'}

dataStructure/Sets.ipynb

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
集合はリストと似ていますが、大きな違いがあります。同じ要素を複数入れることができません。使用する括弧は”{}”です。

また、リストと異なり、要素に番号が付いていません。

ここでの例では、3つの色の名前が入ったcolorSetに、2行目で要素を追加しています。
4行目は、要素を指定して、削除しています。
5行目のforループですが、どのような順序を各要素が出てくるかを指定することはできない点に注意してください。
7行目のpop()は、要素を一つ取り出し、集合からその要素を削除します。要素を指定することはできません。



集合の操作

add(要素) : 要素を追加

remove(要素) : 要素を削除

pop() : 要素を削除

削除する要素を指定できない

clear() : 全ての要素を削除
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
集合の要素に対する基本的な操作をまとめておきます。



集合
空の集合、変更できない集合
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set()
{'orange'}

---------------------------------------------------------------------------
AttributeError Traceback (most recent call last)
<ipython-input-10-5768d0feef7c> in <module>

4 print(setB)
5 setC = frozenset(['apple','orange'])#変更できない集合

----> 6 setC.add('banana')

AttributeError: 'frozenset' object has no attribute 'add'

setB=set()#空の集合を生成
print(setB)
setB.add('orange')
print(setB)
setC = frozenset(['apple','orange'])#変更できない集合
setC.add('banana')

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
空の集合を作るには、setB=set()とする方法があります。

要素を変更できない集合を作成することも可能です。



集合
集合の演算

1. set1 = {'red','green','blue'}
2. set2 = {'red','yellow','orange'}
3. set3 = set1.union(set2)#和集合
4. print(set3)
5. set3 = set1 | set2
6. print(set3)
7. set4 = set1.intersection(set2)#共通部分
8. print(set4)
9. set4 = set1 & set2
10.print(set4)
11.set5 = set4 | {'red'}#同じオブジェクトは一度しか入らない
12.print(set5)
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{'red', 'yellow', 'green', 'orange', 'blue'}
{'red', 'yellow', 'green', 'orange', 'blue'}
{'red'}
{'red'}
{'red'}

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Pythonの集合には、もう一つ重要な操作があります。数学で出てくる集合の演算に対応する操作です。

二つの集合の和は、いずれかの集合の要素であるものの集合を作ります。set1とset2では、’red’が共通ですから、和集合は5色を要素として持ちます。和集合の演算はunion()か”|”という記号を使います。

二つの集合の共通部分は、両方の集合の要素であるものの集合を作ります。set1とset2では、’red’が共通ですから、共通部分は’red’のみを要素として持ちます。共通部分の演算は、intersection()か”&”という記号を使います。



辞書
Dictionary

キーと値の組

1. airports = {'HSG':'佐賀有明空港','FUK':'福岡空港','CTS':'新千歳空港'}
2. airports['HND']='羽田空港'#新しい組の追加
3. for key in airports:
4. print(f'{airports[key]}のコードは{key}')
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佐賀有明空港のコードはHSG
福岡空港のコードはFUK
新千歳空港のコードはCTS
羽田空港のコードはHND

dataStructure/dictionaries.ipynb

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
pythonの辞書は、名前の付け方としてわかりにくいものです。キー(鍵)になるものと、対応する値を組を保持します。他のプログラミング言語では、連想配列と呼ぶことがあります。使用する括弧は”{}”ですが、キーと値の間にコロン”:”を打ちます。リストで要素に番号がキーとしてついていたものが、文字列などをキーとして自由につけられると考えても良いでしょう。

ここでの例では、airportsという辞書は、アルファベット3文字からなる空港のコードをキーに、対応する空港名を値として保持しています(1行目)。2行目では、羽田空港を新たに登録しています。

3行目のforループでは、キーを一つ一つ取り出し、4行目で空港名とコードを印刷しています。



辞書からキーと値を取り出すことができ
る
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print(airports.keys())
print(airports.values())

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
辞書からは、キーの一覧と値の一覧をそれぞれ取り出すことができます。



キーと値の組を順に辞書に登録する例
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1. records = [
2. ('Tim',80),('Ann',90),('Bob',70),('Ray',95),('Joe',85)
3. ]
4. rd = {}
5. for name,r in records:
6. rd[name]=r
7. print(rd)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1から3行目で、タプルのリストrecordsを生成しています。各タプルには、名前と成績が組になっています。
4行目で空の辞書rdを生成します。ここに、recordsの各タプルをnameとrに分けて取り出し(5行目)、6行目で辞書に登録します。



次回

10章「ユーザ定義関数」

初めてのプログラミング 只木進一©

15


	データ構造
	リスト以外の構造
	タプル�tuple
	タプル
	タプル�要素を順に操作
	タプル�タプルを要素とするリスト
	タプル�要素がリストの場合
	集合�Set
	集合の操作
	集合�空の集合、変更できない集合
	集合�集合の演算
	辞書�Dictionary
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	次回

